




























































































































































































































































































































































































ら始まりまして 43 期あるいは 44 期の一部まで、


















































































全誌』。これは 20 年経ってもう l 回、資料がたく
さん蓄積されたため新版として出したものです






























































































































で、出発したあと 5 月 30 日に上海で起こったわ




































































































































































































































































を 3年か 4 年間ず、っとやりました。それで上海と
愛知大学でシンポジウムを開いたりして、かなり
それは進んで、おりまして、若い研究者もわれわれ
のほうにお呼びして資料の研究等をしていただい
たりしてます。
【前回】 東亜同文書院記念基金記念賞をもらった
教授がおられるそうですね。
【司会】 今年、校史研究室の教授が受賞されまし
た。そういうふうに進んでおりますので、今後の
発展は今日は学長もおられますので。
それから先ほどの書き方の質問は三田さんがお
86 
られると。おられますか、今。何かお答えござい
ます？
【三田】 たぶん、タイプライターの影響があると
思いますけども。そういう横書きの影響が日本に
も自然に移ったんじゃないでしょうか。中国では
昔からみんな右から左へ書きましたからね。それ
がアメリカはみんな左から右へ、英語の場合は書
くようになってます。本も自然にそういうふうに
なってるので、そういう影響を受けてだんだん左
から右へ書くようになったんじゃないでしょう
か。中国では現在出ております本はもうみんな、
左から右へ書くようになってます。
【参加者】 アラビア文字はみんな逆に書いてるで
しょう。私の父親なんか、こう（左から右へ）書
くことはできませんでしたね。こう（右から左へ）
書きましたね。
【司会】 まあおそらく今もお話しになったよう
に、戦後英語がずいぶん入ってきたり、横書きを
するようになった時に、やっぱり左から右という
ような形になってったんじゃないでしょうかね、
はい。だから、古い資料はみんな右書きになって
ますから、ややこしいですね、確かに。今、三田
先生のほうは日本の漢字を中心にした短歌の方で
すので、まあおそらくそういうことかなと思いま
すけど。私もちょっとそれ以上は分かりませんの
